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§１．研究成果の概要 

本研究では，実空間中に存在する分子群の種類や数といった化学情報を取得・処理するセンサ

ネットワークデバイスを作製し，その動作の提案と原理実証を目的としている．本年度は，前年度ま

でに確立したロバストな金属酸化物ナノスケール薄膜集積化センサ技術を基盤として，多種類の

分子群を識別するためのセンサ材料およびデバイスの開発を行った．貴金属ナノ粒子や有機分子

修飾表面，時空間的な熱制御技術により，金属酸化物ナノ薄膜センサに分子選択性を持たせる

基礎検討を行った．特に有機分子修飾について，ホスホン酸有機分子膜を単結晶酸化亜鉛ナノ

構造表面に高精度に形成する技術を開発した．従来広く採用されているアルコールを溶媒として

ホスホン酸分子を酸化亜鉛表面に修飾すると，高密度分子膜の形成時に表面酸化亜鉛の溶解が

起こり，ホスホン酸亜鉛の層状物質を形成してしまうことが分かった．有機分子修飾をセンサ表面

の分子選択性向上に用いるには，酸化亜鉛の溶解を抑制しつつ，高密度な単分子層を表面に形

成することが求められる．そこで，アルコール溶媒使用時の溶解メカニズムに基づき，修飾時に低

極性の溶媒（トルエン）を用いることで亜鉛イオンの溶出を抑制する手法を提案した．提案手法によ

る有機分子修飾では赤外分光評価により酸化亜鉛の溶解を抑制できていることを確認し，修飾時

間の制御を通して高密度なホスホン酸分子修飾表面の形成に成功した．他にも，前年度に見出し

たロバストな SnO2 ナノ薄膜集積化センサアレイ技術と導電性金属酸化物の熱安定性および化学

安定向上に向けた材料設計について成果をまとめ原著論文発表を行った． 
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